令和７年度第２回住吉区区政会議

１　日時：令和７年９月25日（木）　午後６時30分～午後８時42分
（午後６時55分～午後７時53分の間は区政会議を中断し、グループディスカッションを実施）

２　場所：住吉区役所４階　大会議室

３　出席者
委員：辻野けんま委員、岩根麻琴委員、鍜治本七重委員、河嶋利彦委員、栗野由佳委員、齋木進太朗委員、繁田文三委員、菅原正二委員、田中貞夫委員、谷山圭子委員、佃井敏通委員、豊嶋貴子委員、仲本房司委員、浜田眞里子委員、東美智代委員、桝野隆平委員、山下保一委員、綿森咲子委員、和田勍子委員
区役所：橘隆義（区長）、西畑彰人（副区長）、小林資明（総務課長）、中野泰裕（政策推進課長）、柏木眞里子（教育文化課長）、金谷孝政（地域課長）、上原克彦（住民情報課長）、山本且之（保険年金課長）、稲岡訓規（福祉課長）、山尾貴彦（保健こども家庭課長）、友田桐子（保健主幹）、谷田和彦（生活支援課長）、西丈児（政策推進課長代理）

４　議題等
（１）報告事項
　　・令和７年度第１回住吉区地域福祉専門会議について
　　・令和７年度第１回住吉区防災専門会議について
　　・令和７年度第１回住吉区総合教育会議について
（２）グループディスカッション
　（テーマ）
　　・世代を超えた交流や、人と人がつながるためのコミュニティづくりについて
・お互いに助けあって生活していると実感できるためには
・住吉区の魅力と地域資源を活かしたアイデアについて

５　発言者及び発言内容は以下の通り
【西（司会）】　　ただいまより、令和７年度第２回住吉区区政会議を開催いたします。
　本日はお忙しい中、住吉区区政会議にご出席をいただき、ありがとうございます。司会を務めさせていただきます政策推進課長代理の西でございます。よろしくお願いいたします。
　それでは、開催に当たり、住吉区長の橘よりご挨拶を申しあげます。
【橘区長】　　皆様、こんばんは。区長の橘です。
　辻野議事をはじめ、委員の皆様方におかれましては、ご多用の中、また夜の遅い時間から区政会議にご出席を賜り、誠にありがとうございます。また、平素より住吉区政の推進に皆様方から温かいご理解とご協力、そしてご支援を賜り、この場をお借りいたしまして厚くお礼申しあげます。
　さて、７月４日付で渡邊副議長がご退任され、住吉区地域活動協議会会長会より代表幹事でいらっしゃいます山下保一様をご推薦いただき、本日よりご出席を賜っております。後ほどご紹介をさせていただきますので、山下委員、どうぞよろしくお願いいたします。
　また、渡邊副議長の退任に伴いまして、後ほど委員の皆様方には副議長の選任を互選により行っていただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。
　さらに、少し寂しいお話ではございますけれども、今回の会議でご退任となられます委員の皆様が16名いらっしゃいます。会議の最後にご紹介をさせていただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。
　本日の協議事項は報告事項として、各専門会議の概要報告となってございます。
　また、委員の皆様から頂戴いたしましたご意見を中心に設定いたしましたテーマを基に、グループディスカッションを行っていただくこととしてございます。グループディスカッションには、大阪公立大学大学院生活科学研究科教授でいらっしゃいます福村先生をはじめ、学生の皆様にも参加をいただいてございます。明日から後期授業が開始される大変お忙しい日にご出席をいただき、誠にありがとうございます。後ほど議員の皆様と一緒に各テーマに分かれて意見交換をいただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。
　それでは本日も委員の皆様方、そして大阪公立大学の皆様方には、忌憚のないご意見を賜ればというふうに思いますので、最後までどうぞよろしくお願いいたします。
【西（司会）】　　会議を始めるに当たり、皆様にお願いがございます。この区政会議は、条例に基づく会議となっております。後日、会議録等を公開する関係上、録音並びに写真撮影をさせていただきます。
　また、大阪市では、デジタルツールを最大限活用した区政会議の推進の取組の１つとして、会議の様子を動画配信にて公開するウェブ傍聴の実現をめざしております。今回の区政会議ではライブ配信を行っており、会議終了後は録画配信を行います。個人のプライバシーに関することや中傷的な発言など、そのまま配信することが妥当でないと判断した場合は、会議終了後、動画の編集を行い、発言を修正、削除して会議録を作成することがあります。
　次に、令和７年７月５日付で、区政会議委員の交代がございましたので、報告をさせていただきます。
　住吉区地域活動協議会会長会渡邊委員に代わり、山下委員です。よろしくお願いいたします。
【山下委員】　　よろしくお願いいたします。
【西（司会）】　　傍聴の皆様には、受付でお渡しした遵守事項をお守りいただきますようお願いいたします。
　続きまして、市会議員の皆様におかれましては、条例第８条第１項に、区政会議における議論に資するために必要な助言をすることができると規定されております。
　本日お見えになられている市会議員をご紹介させていただきます。
　井上議員でございます。
【井上議員】　　どうぞ、よろしくお願いいたします。
【西（司会）】　　伊藤議員でございます。
【伊藤議員】　　こんばんは。よろしくお願いいたします。
【西（司会）】　　次に、令和７年７月４日付で、渡邊副議長から退任届が提出されましたことにより、副議長の選任を行います。
　条例第７条に、区政会議の委員は、その互選により、議長、副議長を選任するとありますので、この場で選任をお願いしたいと思います。
　副議長は議長を補佐し、議長に事故等があるときに、議長に代わって区政会議の進行を主宰していただきます。
　それでは、ご協議いただきますよう、よろしくお願いいたします。
　どなたかご意見はございませんでしょうか。
　仲本委員、どうぞ。
【仲本委員】　　仲本でございます。
　副議長は、地域のことをよくご存じの地域団体の代表の方にお願いしていた経緯がありまして、このたび、副議長としましては、現在、住吉区の地域活動協議会会長会の代表幹事をしておられます、山下委員にお願いしてはどうかと思います。
　皆さん、いかがでしょうか。（拍手）
【西（司会）】　　異議なしの声がございましたので、副議長は山下委員ということで、よろしくお願いいたします。
　恐れ入りますが、山下委員は副議長席へのご移動をお願いいたします。
　それでは、山下副議長より、一言ご挨拶をお願いいたします。
【山下副議長】　　ご紹介いただきました地域活動協議会会長会の代表幹事を今年から仰せつかっております、山下保一と申します。よろしくお願いいたします。
　ただいま副議長の指名をいただきましたので、私、辻野議長の下、会議が円滑に進行するように心がけてまいりますので、皆様方、どうぞよろしくお願いいたします。
【西（司会）】　　山下副議長、ありがとうございました。
　続きまして、条例第８条第２項には、区長が必要があると認めるときは、関係者の区政会議の出席を求め、その意見を聞くことができると規定されております。
　本日は、大阪公立大学福村先生並びに学生の皆さんにお越しいただいており、後ほど実施するグループディスカッションでご意見をお伺いします。
　ここで、本日の委員の出席状況ですが、委員定数24名のところ、現在17名ご出席です。条例第７条による定足数である定数の２分の１以上を満たしておりますことをご報告いたします。
　それでは、以降の区政会議の議事進行を辻野議長にお願いしたいと思います。
【辻野議長】　　皆さん、こんばんは。辻野です。よろしくお願いいたします。
　それでは、本日の区政会議の進め方を説明いたします。
　まずは報告事項として、各種専門会議について関係課長から報告していただきます。なお、事前の委員の皆さんからは特にご意見ございませんでしたが、ご説明後に改めまして質疑の時間を設けたいと思いますので、よろしくお願いいたします。
　次に、皆さんに３つのグループに分かれていただいて、意見交換を行っていただきます。なるべく多くの意見交換の時間を取りたいと思っています。
　本日の資料の確認をまず先にさせてください。
　事前に区役所からお送りしている資料の右上に番号がついています。資料は①から⑦と、本日の配付資料として、机上に資料⑥－２、⑥－３を置いております。ここまで資料の不足等はございませんでしょうか。よろしいでしょうか。
　なお、資料⑦については、前回の区政会議で皆さんからいただいたご意見について、当日の回答のほか、今後の対応方針や事後回答を追記していただいています。本日は議論をここでする時間がないんですけれども、丁寧にまとめていただいていますので、ぜひご確認いただけたらと思います。ご質問者も私も質問しておりますが、岩根委員、鍛治本委員、東委員、福留委員、栗野委員、桝野委員と、たくさんご意見を前回いただいていまして、その当日回答と追記の回答を区役所のほうでまとめていただいていますので、ぜひご確認のほど、よろしくお願いいたします。
　会議は20時30分までとなっています。よろしくお願いいたします。
　まず、報告事項からです。区役所から説明をお願いいたします。
【稲岡福祉課長】　　福祉課長の稲岡でございます。
　私から報告事項１点目、６月19日に開催いたしました令和７年度第１回住吉区地域福祉専門会議について、ご報告いたします。
　配付資料③をご覧いただけますでしょうか。
　項目の４ですね。
　議題、報告事項といたしましては、住吉区地域見守り支援システム進捗状況について、地域座談会の開催状況について、住吉区地域包括支援センター運営協議会報告についての３点。
　議事につきましては、「住吉区地域福祉ビジョンＶｅｒ.3.0」において重点的に取り組むべきこと、その他、報告事項といたしましては、「つながり・みまもり・支えあいシステム」について、委員の皆様より様々なご意見をいただきました。
　議事要旨につきましては、後半の５に記載させていただいておりますが、地域住民自身が地域福祉について話し合う地域座談会につきましては、メンバーも変わったが、若い方からの意見も多くよかった。お互いの活動を実はあまり知らない。どのように活動を知ってもらい、新しい参加者を増やせるか。高齢者だけの問題ではない。家族の問題、世代間交流の問題など、様々なご意見をいただきました。
　また議事、「住吉区地域福祉ビジョンＶｅｒ.3.0」において重点的に取り組むべきことについては、しっかりした意見を持つ中学生がたくさんいることを認識したので、何か新しく生み出すことができれば。地域によって課題やテーマが異なるため、地域座談会で意見を聞くのがスムーズでは。参画者を増やすには、地域やまちのことを気にしている、好きという人の集まりでないと進まない。治療が終わった先の福祉の実現は難しい。募集しますという広報ではなく、あなたに来てほしいという情報を手渡して届けるほうがよいなど、委員の皆様方から様々なご意見をいただきました。
　その他、「つながり・みまもり・支えあいシステム」についてのご報告では、地域と専門職の間には隔たりがある。ふれあい喫茶や子育てサロンは、困っているから行くわけではない。情報を取りに行ったり、人とつながりたいと思っているという要素を入れてはどうかなどのご意見をいただきました。
　ちょっと全てをご説明させていただいていますと、お時間長くなってしまいますので、抜粋してご紹介をさせていただいております。
　なお、令和７年度については、10月と令和８年２月の２回開催を予定しておりまして、引き続き、住吉区における地域福祉に関する各種取組について、チェック及びご意見をいただいてまいります。
　報告事項１点目は以上でございます。
【金谷地域課長】　　地域課長の金谷です。
　私から報告事項２点目、令和７年度第１回住吉区防災専門会議について、ご報告をさせていただきます。
　配付資料④をご覧ください。
　開催は、令和７年７月２日に開催をいたしております。
　報告事項といたしまして、令和６年度第３回住吉区防災専門会議での意見に対する対応方針について、防災専門会議に関するアンケート結果について。
　議題といたしまして、令和７年度防災の取組について、令和７年度住吉区総合防災訓練について、災害時の車中泊避難についての３点をご議論いただきました。
　議事要旨ですけども、まず１つ目、前回会議の意見に対する対応方針といたしまして、埼玉県での下水道管破損に起因した道路陥没事故で、排水抑制が実施されたことを受けまして、震災、洪水に限らず、様々な災害を想定して携帯トイレ等の備蓄など、住民の防災力を高めるような啓発をすべきではないかというご意見に対しまして、住吉区では簡易トイレや排便セットなどの備蓄をしていることに加え、家庭での物資備蓄の重要性をより一層、周知していく旨などを回答しております。
　裏面になりますが、議題のほう、１つ目、令和７年度防災の取組についてということで、毎年、全戸配付しております啓発資料につきまして、災害ごとの備えや避難行動が分かるような内容にしたほうがいい。また、配備物資については、電力の確保の方法を検討すべきとのご意見をいただいております。
　議題２つ目、令和７年度住吉区総合防災訓練につきましては、地域災害対策本部設置に加えて避難所運営訓練を実施することは、時間的にもなかなか難しいといったようなご意見をいただいております。
　議題３つ目、車中泊避難につきましては、考え方や現状を説明し、車中泊スペースを確保しておくことは必要か。また、確保する場合は、スペースの選定方法、また必要な物資などについてご議論をいただきました。車中泊避難は、エコノミークラス症候群の危険性があるので、そういった周知をすべきである。スペースとしては、大型商業施設の立体駐車場、トイレやごみの集積場所も確保する必要がある。また、どのくらい発生するかは分からないが、車中泊への備えは必要であるといったご意見をいただいております。
　以上です。
【柏木教育文化課長】　　教育文化課長の柏木でございます。
　私から報告事項３点目、令和７年度第１回住吉区総合教育会議について報告いたします。
　配付資料⑤をご覧ください。
　令和７年８月７日に開催のほうをさせていただきました。
　議題につきましては、１点目が、令和７年度住吉区における主な教育・子育て関連事業について。それから２点目としましては、情報提供ということで、「福祉施策ガイドブック」についてと、はぐくみネット事業について、説明のほうをさせていただきました。
　議論のポイントのところにございますが、委員からは、まず１点目の住吉区における主な教育・子育て関連事業につきましては、今年度からの新規事業である「不登校生徒の校内における居場所づくり支援事業」について、区内の中学校８校が不登校生徒の居場所をつくるに当たり、どのような物品を希望しているのか。また、各学校で教室を準備するのかなどのご質問をいただきました。
　希望物品につきましては、プライバシーが確保できるようにパーティションのほか、机や椅子を希望している学校が多かったこと。また、タイルマットを希望している学校もあることを説明させていただきました。部屋につきましては、既存の空き教室や、不登校傾向の生徒のために使用している部屋を活用するようである旨、ご説明させていただいたところです。
　また、情報提供としましては、「福祉施策ガイドブック」は未就学児とその保護者にとっても有益な情報が掲載されているので、区内の保育施設にも配付してはどうか。また、広く周知し、教育の場において利活用できるよう検討してみてはどうかとのご意見をいただきました。
　「福祉施策ガイドブック」は、市立幼稚園、小学校、中学校へ配付しておりますが、今後は保育施設や私立幼稚園の配付も検討していくということと、住吉区ホームページに掲載しているため、どなたでもダウンロードしていただける旨、ご説明させていただいたところです。
　なお、「福祉施策ガイドブック」につきましては、関係先と調整しまして、８月中に区内の保育施設と私立の幼稚園に配付させていただいたところでございます。
　私からの報告は以上でございます。
【辻野議長】　　ありがとうございました。
　ただいまの報告事項について、ご意見やご質問等ございませんでしょうか。
　本日、自由席になっていますので、ご発言されるときはお名前を一言、言っていただいてから発言してください。いかがでしょう。
　グループディスカッションに早く入ったほうがいいという感じがしますので、先に進めさせていただきたいと思います。
　もし、ご意見ありましたら、いつもどおりのことなんですけれども、区役所政策推進課へメールいただいたり、ＦＡＸ等、ご意見をお寄せいただけたら反映させていただくということで、これ毎回と同じ手続になっています。よろしくお願いいたします。
　続きまして、委員の皆さんと、本日来ていただいている大阪公立大学生活科学部の福村先生と大学院生の山村さんと島脇さんですね。一緒に意見交換を行っていただくという時間に入ります。
　先ほど区政会議はライブ配信しているということだったんですが、意見交換の時間の間はライブ配信を止めますので、ご安心いただいて自由に、自由闊達に、大学の関係者の方もご意見交換していただけたらと思います。
　各グループの進行役となるファシリテーター役と書記役、発表役は、今回も区役所職員さんにお願いするということになっています。
　それでは、意見交換を行っていただく前に、区役所のほうから詳しく説明をお願いいたします。
【中野政策推進課長】　　政策推進課長の中野です。
　私から、皆さんに意見交換をしていただく内容について説明をさせていただきます。
　配付資料⑥－１と⑥－２、⑥－３をご覧ください。
　まず、資料⑥－１ですが、住吉区では住吉区将来ビジョンにも掲げておりますとおり、地域コミュニティや福祉の充実、子育て世代・若者への支援など、様々な課題解決に向けた取組を実施しております。そこで今回は、様々な現場で日々ご活動されている区政会議委員の皆さん、大阪公立大学の学生の皆さんに、「すみよいまち“えーとこ住吉”」の実現に向けたアイデア出しを行っていただきたいと思います。
　今回は、ＡからＣの３つのグループで、事前に委員の皆さんにご提出いただいたアンケートを基に、区役所にて各グループの討議テーマを設定いたしました。
　Ａグループは「世代を超えた交流や、人と人がつながるためのコミュニティづくりについて」、Ｂグループは「お互いに助けあって生活していると実感できるためには」、Ｃグループは「住吉区の魅力と地域資源を活かしたアイデアについて」をテーマに意見交換をしていただきますが、事前に委員の皆様方からいただいたご意見を抜粋してまとめたものを、この⑥－１の資料に記載しておりますので、ご参考にしていただければと思います。
　また、配付資料⑥－２ですが、意見交換を行うに当たって、今回、参加いただいている公立大学の福村先生と学生さんにも、今回の討議テーマに対する事前アンケートをさせていただき、頂戴したご意見をまとめております。
　グループディスカッションでは、この委員の方々と学生さんたちの事前意見等も参考にしながら、皆さんでアイデアを出し合っていただきたいと思います。
　なお、意見交換の際は、実現可能性であるとか、またほかの方の意見や評価、一つ一つの評価というのは、ちょっと置いといてもらって、また他者の意見への批判厳禁で、自由な発想でアイデアを出していただきたいと思っております。
　資料⑥－３は、グループごとの参加者名簿でございます。
　これからグループディスカッションを始めていただきますが、始めるに当たって、学生の方々も特に緊張もされていることと思いますので、グループの中で、最初のアイスブレークも兼ねて、自己紹介をしてもらってから進めていただければと思います。各グループに区役所職員が入りまして、進行役、記録係、発表と進めさせていただきます。
　それでは、職員の皆さんは各グループに移動して、グループディスカッションを進めていただきますよう、お願いいたします。
【西（司会）】　　それでは、これより区政会議及びライブ配信を一旦中断して、19時53分まで意見交換を行っていただきます。ご準備はできましたでしょうか。それでは、意見交換を開始してください。終了５分前にアナウンスをさせていただきます。
（グループディスカッション）
【西（司会）】　　それでは、時間となりましたので、意見交換は終了とさせていただきます。
　それでは、区政会議を再開しますので、議長、副議長と大阪公立大学福村先生並びに学生の皆さん、区役所職員の皆さんは元の座席にお戻りください。
　それでは、これから区政会議、ライブ配信を再開します。
　辻野議長、議事の進行をお願いします。
【辻野議長】　　それでは、区政会議を再開させていただきます。
　本日、各グループで意見交換をしていただいた内容で、皆さんと共有していただくために発表していただきたいと思っています。Ａグループのほうから、限られた時間ではありますけれども、ダイジェストでお願いいたします。
【上原住民情報課長】　　Ａグループを担当しております、発表担当の上原と言います。よろしくお願いいたします。座って説明させていただきます。
　「世代を超えた交流や、人と人がつながるコミュニティづくりについて」というようなことのテーマであったので、皆さん、いろいろ地域で活動していることもあって、いろんな意見が出ました。全部細かく紹介していると、本当に同じような時間になってしまいますので、ポイントだけ、出た意見のほうをご紹介させていただきます。
　やっぱり世代間というつながりでいうと、世代間というような言葉がまずありまして、やっぱり今、活動している方というのは、非常に高齢の人も多いということがありますけれども、若い人とつながっていくというようなことで、あるいは、なかなか考えが伝わらない部分も非常に場面として多くあるというようなことも、意見として出ておりました。
　そして、また伝える術としまして、なかなかコミュニケーションの取り方が、非常に難しいなというようなところが、考え方も違うしというようなところで意見が出て、若い子というのは、非常にいろいろＡＩとかパソコンとか、そういうようなことには非常に長けているけれども、なかなかいろいろ活動している方というのは、なかなかそういうようなところも難しいしというようなこともあって、どういうふうな形でつながっていったらいいのかなというのが、まず最初、話の取っかかりで、まずありました。
　また、そういうような話をしている中で、地域として非常にうまくいっているというようなところの意見としては、やっぱり顔の見える関係づくりというのを一生懸命やっていると。それというのは、大きい行事であったり、大なり小なりいろんな形でつながっていって、今は万博であったり区政100周年であったり、そういうようなところでキーワードにして、地域で盛り上げをつくっていって、何とかいろんなことにチャレンジしてやっていって、つながりづくりに努めているというような意見もございました。
　それで、地域の行事といえば、盆踊りとか、非常に多くの地域でやっているというようなこともございますけれども、世話人で皆さん、いろいろ世話人をされている方で、非常に高齢者の方が多いというようなこともありますけれども、若い人に手伝ってもらうというのは、なかなかしんどい状況ではあるんですけれども、意見として非常にあったのが、60代、70代とか、その辺の年代の人というのは、非常に元気やと。パワーがあって、元気があると。そういうようなことで、もっとどんどん、いろんなそういうような世代に協力をしてもらうというようなところも、段階を経て、いきなり若い40代、50代の人に声かけして、子育ても大変やと。ちょうど、そういうような時期であるというようなところでは、一度、60代、70代の元気な世代があって、40代、50代の人がまずは行事に参加してもらって、それでその分を次は自分らが生かして、ある一定の年齢が来たら地域にまた返していくというような、そういうようなうまく循環ができていったらいいのかなというような意見も出ておりました。
　そして、また、その地域の中での出来事で、すてきな出来事があったというようなことの意見もあって、今回、きっかけは国勢調査の周知ということで、看板にそういうような周知をしようと思ったら、地域の看板が潰れていたというようなことであって、町会の中で看板が潰れていたというような話をしたら、ある人が、そんなんやったら、俺、直したるわというようなことがあって、その話がきっかけで、その地域の人が、そういうような看板を直してくれたと。言ったら、そういうような会話といいますか、そういうような行動をみんなで、集まった場で会話していきながら行動を起こしていくということが、何か次の行動につながっていくのではないかなということで、回覧を回しても、なかなかみんな見てくれへんしというような中で、積極的に動いて話しかけて、何かそういうような行動を起こしていくということが、次のいろんな、行動というか町会とか、そういうような形につながっていくのではないんかなというようなことも、話として出ていました。
　また、人材の掘り起こしとか、そういうような話にもなったんですけども、いろんな楽しいイベントとか、そういうようなことというのは、やっぱり何か続けていくというようなことが、非常に大事なんかなというようなことではありましたけれども、やっぱり、そういうようなところでいえば、小さい単位、大きい単位あるんですけども、子育てサロンとか、そういったところで、目的意識が一緒のところは、いろいろ集まっていくので、そういうような目的といいますか、そういうようなところで、みんながつながっていけるような題材を設定していくというのが、１つ考えられることかなっていうようなことであって、今、皆さんの意見の中で一番出ていたのが、防災をテーマにしたら、非常にみんな一番関心があるテーマなのかなという、何で防災がいいかといったら、町会に入っている、入っていないに関わらず、言ったら、そこを震災が、災害が来たらどうしようというような話合い、行動が起こせるというようなことでありましたので、そういったことをテーマにやっていくというようなことが、何かつながりをつくるきっかけの１つ、目的といいますか、テーマ設定のみんなが共通したテーマの設定の１つなのかというようなことで、そういうような話をしておりました。
　また、中で意見が出ておりまして、大きな単位ではなく、区で震災訓練ありますけれども、町会の小さい単位で、そういうような訓練を考えていたりとか、あと活動をやっていく中で、地域の中学生に声をかけるとかいうようなことで、活動の幅を少し広げていったりとかというような、つながりを広げていったりとかというような形で、意見というのが出ていました。
　最終的に、最後、公立大学の先生のほうからも、まとめ的な意見も出ていましたけれども、防災というテーマ設定というのは、すごくいいのではというようなところでの意見があったのと、小さい範囲で、できる範囲から、どんどん、どんどん広げていけばええと思うし、中学校というようなキーワードも出てきましたけれども、小学校単位から中学校単位に広げていくことで、また、よりそこに関わる親も、若い世代の親にもつながっていって、そういうような、だんだん活動のつながりが広がっていくのではないかというようなことで、意見が出ておりました。コミュニティづくりということで、非常に幅広い、難しいテーマとは思いますけども、皆さん、積極的に意見を出していただいた状況でございます。
　Ａ班については以上です。
【辻野議長】　　ありがとうございました。
　Ｂグループ、報告お願いいたします。
【山尾保健こども家庭課長】　　Ｂグループ、保健こども家庭課長、山尾でございます。私も座って説明させていただきます。
　Ｂグループにおきましては、「お互いに助け合って生活していると実感できるためには」をテーマに、ディスカッションしていただきました。
　冒頭、ファシリテーターから、皆さんからいただいたアンケートでありますとか、学生さんの意見につきましてのご紹介がありまして、まずは順に、皆さんからお話をいただきました。
　まず、祭りの話が冒頭ございまして、やっぱり準備も後片づけも非常に負担であるといったところで、その際に高校生の７、８人の団体がだいぶ手伝ってくれて、だいぶ助かったお話もあったんですけれども、その団体も知らない団体だったんだが、知人の知人といいますか、口コミといいますか、そういったことで来てくれたということで、身近な人でなくても、こういったつながること本当に大事だと感じましたということでした。
　あと、ありがとうとか、助かりましたといったお互いの声かけですね。そういった声かけ非常に重要だと、協力し合う真心を実感できるのではないかと。地域でも挨拶をふだんから積極的に行えば、災害時も助け合えるのではないかといったご意見もございました。
　あと、やっぱりいろんなイベントとかあると思うんですけれども、いろんな人に参加していただくにはどうしていけばいいのかというのは、どこでも課題だというところで、名前だけ貸してもらうような感じで、いろんな役をやっていただくとかいう人であっても、それを割り切ってやっていただく人もいるけれども、やってくれない人もいるというのが課題ではないかというところで、一方で、例えば子育ての関係の施設で、お母さん同士知り合うこともあるんですけれども、結局、人によっては知り合うだけでいいと、それ以上の深い関係を求めてないといったこともあるんじゃないかといったご意見もございました。
　あと、学生さんのご意見なんですけれども、お母さんのご友人、恐らくご近所の方なのかと思うんですけど、収穫された野菜をやり取りされている話ですとか、あと例えばですけど、犬を飼っていますと、お散歩に出られるかと思うんですけれども、犬を連れている方同士は、よりコミュニケーションを取りやすいといったお話もありましたし、あと近年、外国人住民が増えているということであれば、外国人を巻き込んで祭りとか、だんじりとかですかね。そういったものが盛り上がればいいなと思うというようなお話もございました。
　あと多様性の話で言いますと、海外に滞在されたときのエピソードだったんですけれども、海外滞在時に困ったことが多々あったんですけれども、例えば、現地の住民の方が自宅に招いていただいて、その国の地元の人の暮らしを学ぶことができてよかった話もありました。その際に、やっぱり外国人が、異国の地でいきなり祭りに入れて、楽しめたりとか、分かりづらい、入りづらい、楽しみ方が分からないとあるんですけれども、自宅に招いてくれるような、巻き込んでくれる人がいれば、楽しめるんじゃないかといったご意見もございました。
　あと子育て、お子さんが小さいときの話で、共働きということで、ちょっと地元から離れて暮らしていた時期の話をされていた方もいらっしゃいまして、その後、結果的に地元に戻ることになった後は、例えば、子どもさんが家の鍵を忘れて出かけたけれども、学校から帰ったときに、家に入れなくて困っていたら、近所の方が預かってくれた話とか、あとご近所の方も昔から顔見知りということで、結果的に、最終、鍵も預けて、もし子どもさんが鍵を忘れたら、鍵を貸すというか、渡してもらうように頼んだとか、また、そのお子さんも大きくなりまして、逆に、高齢者の方がそのお子様に、スマホの操作を聞きに来たとか、そういったお話もございました。
　巻き込み方の話で、一人一人にいろいろとお願いするんじゃなくて、複数人、グループをつくって、塊といいますか、グループで誘えばハードルが下がって参加してくれるんじゃないかといったお話もございました。
　あと、お母さん同士の話になるんですけれども、例えば、複数お子さんがいらっしゃったとき、１人のお子さんが病気になったとき、ほかの子どもを預かっていただけるような助け合いであるとか、あと、子ども服のシェアといいますか、服が小さくなったので、次、どこかに提供するとか、そういったお話もお聞かせいただきまして、あと１人旅をされていたときに、終電もなくなって、ちょっと困っていたときに助けられた話もあったんですけど、そのお返しをしようとしたんですけれども、私じゃなくて、また、あなたが同じ境遇の方を見つけたら、その人を助けてほしいと言われたとか、そういったエピソードもございました。
　あと、お子さんがスポーツの関係で、隣の町会がやっていらっしゃる練習に参加したいということで、隣の町会に加入された話もございまして、お子さん、頑張っているので、親御さん同士も見に来て、練習の場で顔見知りが増えまして、親同士のつながりもできて、結局、そういったことがあれば、お子さんも含めて、町会の加入者が増えていく、複数人で増えていくんじゃないかといったお話もありました。
　あと、近年のマンションの話で、戸建てが多い地域に、仮にマンションがぱっとできたとしても、なかなか町会にも入りづらいなという話の中で、その方については、お母さんのときの話ですけど、挨拶活動を通じて町会の活動に参加して、そのままお母さんの後を引き継がれて役員もされているということでしたが、そういった正直、仕事のように行っているんだというお話もあったんですけれども、百歳体操ですとか、カラオケ大会とか、そういったものにも参加することで、顔見知りも増えて、地域の協力もできるようになったということを実感されているということがございました。
　続いて、こういったいろいろなお話、いいお話もあったんですが、壁の話もあったということで、それを乗り越えていくためにできそうなことはということで、いろいろお話を伺いました。
　こちらについては、やっぱり挨拶、声かけが大事だという話から、また地域の中の挨拶はできる、声かけもできるんだけど、地域外は難しいと。特に、お子さんについては、見守り隊の方は声をかけやすいんですけれども、見守り隊じゃない人が声をかければ、不審者扱いされてしまうとか、そういった課題もあるといったところもありました。
　あと、地域を回るといいますか、仕事柄、外回りをされている方については、普段着ではなくて、制服とか名札とかを着用されているかと思うんですけれども、そういう制服や名札を着用していると、あと、毎日のように同じルートを走ったり、近所を回ったりすると、結構、顔見知りも増えて、声をかけやすくなる、顔も覚えてもらうと、声をかけやすいと。片や、ほかの方では挨拶、何度かしているうちに、やっぱり顔だけは覚えておいてほしいと言って、次もまた声をかけて、どんどん顔見知りが増えていって、声をかけやすくなったといったお話も教えていただきました。
　あと最後、地域の公園ですね。例えば、草が伸びていてベンチが使えないとかいう状況もあるということで、もし、こういったものが整備できれば、公園の利用者が増えて、同じ時間に、いつも同じベンチを使うといったところでいくと、そういった、ちょっとしたこともきっかけで顔見知りも増えて、お互いの助け合いにつながっていくんじゃないかと。また、草刈り自体も地域がやれば、その草刈りを通じて、またコミュニティもできるんじゃないかというお声もございました。
　あと昔、挨拶の話の中で、最後に、挨拶バッジというのがあったと、昔。ちょっと今は予算の関係で作ってないということで、復活をご要望される声もございました。
　私からは以上です。ありがとうございました。
【辻野議長】　　それではＣグループ、報告をお願いいたします。
【山本保険年金課長】　　保険年金課長の山本でございます。私から、Ｃグループでの意見交換した内容を報告します。座らせていただきます。
　Ｃグループのテーマが、「住吉区の魅力と地域資源を活かしたアイデアについて」ということでございます。
　まず最初に、皆様に住吉区の魅力について、ご意見を頂戴しました。
　住吉区の魅力としては、住みやすい、あるいは、交通の便がよいだったり、雰囲気が落ち着いていますだったりとか、子育て世代が住みやすい、商業施設が満遍なくあるというようなご意見がありました。
　ただ、公立大学が森之宮に新キャンパスができたので、学生の数が少なくなってくるかなという、そういうふうな危惧も持っているというお話がありました。
　そうしたこともありつつも、住吉区、私学の高校が多いので、大学もありまして、他地域から人が集まってくる中間人口が多い、活気のある「まち」かなというお話もありました。
　それから、あと住吉区、名前、「住みよい」から住吉区となってきているというところなんですけれども、古代からずっと歴史があって、古くは帝塚山古墳だったりとか、南北朝の拠点が９年間、住吉にあったとか、一休さんが８年間、住吉区に住んでいたとか、どの時代を取っても、文化資産があるというお話がありました。
　住吉区と言えば、住吉大社がとても有名なんですけれども、大依羅神社もありまして、住吉大社に劣らない、古い歴史を持っているというようなお話がありました。
　そうした中で、どのように、こういうものをＰＲをしていけばいいのかなというところに移っていったんですけれども、私学の学校が多いというところで、学校を横断的につながっていけるような、そういう協議体、交流会なんかも面白いんじゃないかなと。私学の学校であれば、例えば、全国的に有名なスポーツ選手であったりとか、そういう人材もいらっしゃる、多いでしょうから、そういう方々との交流とかをきっかけにしながら、アピールできるのではないかなというようなお話が出ました。
　また一方では、区政に関わってくる若い人たちを、どういうふうに取り組んでいけばいいのかなというようなお話も出てきまして、来られている学生の方からのご意見だったんですけれども、やはり先生とのつながりの中で、区政会議に参加させていただいたというところがあるんですけれども、若い人が、そういう区政に飛び込んでくるには、区政に関わってくるには、やっぱり「かけ橋」になる人材、人がいないと、なかなかしんどいですよねというようなお話もありました。そういう区政関係に元々興味があったわけではなくて、入ってきたからこそ、自分事として捉えていくというような可能性がありますよということもおっしゃっていました。ただ、個人的なつながりというのは、やっぱり限界があるので、継続的に学生を取り込んでいくためには、何かシステム的にできるような、そういうふうな仕掛けができればいいなと、そういうのがあればいいなというようなご意見でございました。
　あとは、広報の仕方についてもご意見がありました。住吉区の広報紙、かなり丁寧に情報量が多い内容で作られているんですけれども、若い人たちは長い文章は読まないと。もっとＱＲコードを活用すればいいんじゃないかなと。魅力ある表題のところに、もっと大きいＱＲコードをつけて発信したら、もっと雰囲気も変わってくるんじゃないかなというお話がありました。紙面、どのようにして皆さんに読んでいただくかというところがあるんですけれども、そういうＱＲコードばっかり使って、若い人向けに作り込んでしまい過ぎると、今度は高齢者の方が、逆に読まなくなっちゃうよというようなこともあるので、例えば、企画内容によってターゲットが変わってくるでしょうから、その企画内容によって紙面作りを変えていくというのも、１つの方法ではないかなというお話がありました。
　それからあとは、ＳＮＳをどういうふうに活用していって、どういうふうに発信していくか、そこでのＳＮＳの使い方、これも検討していく必要があるのではないかなと、そういうご意見でした。
　以上でございます。
【辻野議長】　　どうもありがとうございました。
　それでは、本日の区政会議全体を通して、皆様のほうからご意見いただきたいんですが、ちょっと時間が押していまして、ありましたら、端的にお願いできればと思います。いかがでしょうか。
　グループのほうで、かなり充実して、たくさんの議論を出していただいたので、まとめのほうで、かなり丁寧にまとめていただいたので、一旦、これをもって、区政会議の質疑のほうを終えさせていただきたいと思います。
　最後、冒頭にありましたように、随分、大勢の方が委員を退任されるので、ちょっとこちらからのお願いなんですけれども、一言ずつでも、端的にちょっとご挨拶をいただけたら、今後の区政会議に期待したいことも含めて、できれば一言ずついただいたらよろしいかなと思いますが、ちょっと時間を管理する司会の方を困らせるかもしれませんけれどもということで、本日の議案を全て一旦終了させていただきたいと思います。
　では、他の事項に入ります。区役所よりお願いします。
【西（司会）】　　辻野議長、委員の皆様、大阪公立大学福村先生並びに学生の皆さん、ありがとうございました。
　なお、今年度は区政会議委員の改選がございますため、本日が最後の会議となります区政会議委員の方々から、一言お言葉をいただきたいと存じます。
　岩根委員からお願いします。
【岩根委員】　　失礼します。２年間ありがとうございました。
　こんなに、いろいろと区の職員の方が資料を作ったり、いろいろ考えて考えて、練って練って、いろいろとしていただいたことを、また、それぞれの福祉会の人とか、協議会の人とか、いろんな方が、またそれを議論してされているというのを、何層にも重なって、こうやって区というものが出来上がって、区政ができて、みんながよりよく生活できるんだということが分かっただけでも、本当に自分が今後どうやって、この地域に関わって、住みよいまちにしていけるだろうというのを考える機会を、まずいただいたことに感謝します。
　今後、今日で公募区政委員のほうを辞めさせていただくんですが、それでも、こういった体験があったので、今後、地域で、また子どもたちやら、年配の方などに関わっていって、本当に住みやすい地域になっていけるよう、自分も地域の１人として活動していきたいと思いますので、今後とも、よろしくお願いします。ありがとうございました。
【西（司会）】　　岩根委員、ありがとうございました。
　続きまして、鍛治本委員、お願いします。
【鍛治本委員】　　この住吉区の中で、様々な立場で、日々、送られている方が、本当によくしていきたいということで、いろんな意見を持っていらっしゃるんやなということを、この２年間で知れたことが、とてもよかったなと思います。
　また住吉区と、この住吉区の中で、本当に住民としっかり向き合っていただいて、区役所の皆様も本当に一つ一つ、真剣に取り組んでいただいている姿を見たときに、自分も同じように、この住吉区の中で少しですけれども、地域の中でいろんな活動をさせていただいていることに、よかったなというのをすごく感じさせていただける、この区政会議でありました。
　今後とも、ここでいろんなことを知れたことを地元のほうでも、地域のほうで、しっかりと安心していただけるような活動になっていけるように、これから自分自身も取り組んでいきたいと思います。本当にありがとうございました。
【西（司会）】　　鍛治本委員、ありがとうございました。
　本日、小寺委員は所用のためご欠席です。
　続きまして、繁田委員、お願いします。
【繁田委員】　　すみません。頭の中でちょっと整理できてないので。だけど、基本的に皆さん、すばらしい計画をいっぱい組んでいただいて、安心できるような住吉におって、よかったなと思えます。
　今後、期待したいことは、すばらしい計画をいかに具体化してもらえるかということが、期待として残っております。
　今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。ありがとうございました。
【西（司会）】　　繁田委員、ありがとうございました。
　続きまして、菅原委員、お願いします。
【菅原委員】　　２年間、お世話になりました。ありがとうございました。
　私も最初、こんな会議に出るの、初めてだったんですけれども、やっぱりちょうど慣れてきたかなと思うときで終わるというのは、少し寂しいんですけど、また、これから皆様の活発なご意見、また聞きたいと思いますので、よろしくお願いします。
【西（司会）】　　菅原委員、ありがとうございました。
　続きまして、田中委員、お願いします。
【田中委員】　　少しでもお役に立てたらと思ったんですが、なかなかお役にも立ててないかもしれませんが、地域と役所と少しでもかけ橋になれるように、これからも頑張れればと思います。
　ちょっとほっとしていますが、責任も感じましたので、どうぞ、よろしくお願いします。どうもありがとうございました。
【西（司会）】　　田中委員、ありがとうございました。
　続きまして、谷山委員、お願いします。
【谷山委員】　　このような場所に参加させていただいたこと、本当に私の貴重な経験とさせていただきました。ありがとうございました。
　今後の住吉区、楽しみというか、得たことを地元で一生懸命、また一個人として、お役に立てるように頑張っていきたいと思います。ありがとうございました。
【西（司会）】　　谷山委員、ありがとうございました。
　続きまして、佃井委員、お願いします。
【佃井委員】　　すみません。僕は住吉で住んで、70年ぐらい住吉に住んでいます。昭和30年頃から住んでいまして、南住吉４丁目で、田中さんが電気屋さん、我孫子町のところで電気屋さんをやってはった時分からの付き合いでして。もともと僕は、元南住吉小学校の１期生なんです。さっき、大空小学校と言っていらっしゃったけど、僕は南住吉小学校の１期生で、それで三稜中学の16期生で、今は南住吉４丁目から杉本の１丁目のほうにも宿替えして、そこで頑張ってやっております。それで、杉本町の町会で頑張っていますので、ますます、やっぱりこの区政会議もいろんなことを協議されて、いろいろな意見を出し合って、住吉はいいところだということを、しっかりと我々かて伝えていかないといけないのが、自分らの役目だと思っていますので、今後とも、よろしくお願いします。
　以上です。ありがとうございました。
【西（司会）】　　佃井委員、ありがとうございました。
　続きまして、本日、中野委員は所用のためご欠席です。
　続きまして、浜田委員、お願いします。
【浜田委員】　　浜田です。
　日々感じる、住吉区に生活していて、日々感じることを意見として言えればいいなと思って応募したのですが、なかなかうまくできず、区政会議の委員としての仕事は、全然できなかったなと反省しております。でも、私自身としては、とてもいい経験をさせていただきました。どうもありがとうございました。
　また、思うことがあったら、区役所のほうに文書で届けたいと思います。今後もよろしくお願いします。
【西（司会）】　　浜田委員、ありがとうございました。
　続きまして、東委員、お願いします。
【東委員】　　東です。２年間、お世話になりました。
　ＰＴＡを受けたときと同じ心境で、受けたからには、何か区に私が意見できることがあるのかなと思って、一生懸命考えてみたのですが、あまり大きなことは言えなかったなと思いながら過ごした２年間でした。
　またこれから、いろいろと区政に興味を持って、また広報とか、楽しみにしたいと思いますので、よろしくお願いします。
【西（司会）】　　東委員、ありがとうございました。
　本日、福留委員は所用のためご欠席です。
　続きまして、枡野委員、お願いします。
【枡野委員】　　最初、区政会議というのを聞いたときに、どうせ役所のやることやからと思っていたんですけれども、参加してみましたら、まず、辻野先生の議事運営が非常に立派といいますか、びっくりしました。きちんと言いたいことは全部言わせるように、言わせるように持っていっていただいたので、単に参加して聞きっ放しというような会議ではなかったので、非常に意義のある会議だったと思います。
　それと、区役所の方々の真摯に区政、ちゃんといいものにしていこうという意欲を持って仕事をされているというのが、よく分かりまして、そういう面でも貴重な経験だったと思います。
　どうも、ありがとうございました。
【西（司会）】　　枡野委員、ありがとうございました。
　本日、松田委員は所用のためご欠席です。
　続きまして、和田委員、お願いします。
【和田委員】　　２年間、本当にありがとうございました。でも、ほとんど私、欠席させていただいて、本当に申し訳なかったと思っています。また、私自身、いい体験をさせていただいたことに、本当に感謝いたしております。
　今後、また地域で見えないところでこつこつと、いろんなことに挑戦して、地域を活性化させていきたいなと思っています。本当にありがとうございました。
【西（司会）】　　和田委員、ありがとうございました。
　それでは最後に、辻野議長、お願いします。
【辻野議長】　　私、２期、４年間お世話になりまして、本当にありがとうございました。
　地域住民という立場ではなくて、大学という立場ですので、いつも皆様のほうが、ご意見を伺っていると、各界で最前線で、例えば高齢者福祉であるとか、ＰＴＡですとか、子どものことですとか、いろんな各界の最前線の話を、地域のフロントラインの話を聞かせていただいたという思いがしています。
　大学という立場なので、何か研究がメインの仕事なんですけれども、何か解を出す、何か答えを出すということはできないんですが、恐らくすぐそこに大学がありますので、一部は移転しましたけれども、今後も、いろんな地域のことを、別の見方をするような新しい事実とか、新しい研究の成果ということを地域のほうにコメントして、貢献していくような可能性が多々あるところだと思いますので、ぜひとも今後、今日、福村先生も突然、お声がけしても、ぱっと来てくださったりとか、こういう方々が、もうちょっと私が事前に連絡すれば、うまくできれば、大勢の人が大学にはいますので、学生さんも急にお声がけして来てくれたという人たちなので、ぜひとも今後とも、大学のほうも地域に根を張りながら、研究活動をしながら、また、地域の交流文化に触れたいというふうに思っていると思いますので、私自身が、そういう思いを４年間させていただいたかなと思いますので、よろしくお願いいたします。
　私のいるキャンパスが森之宮のほうに移りますけれども、引き続き、私も住吉区に愛着が芽生えてきていますので、今後とも、よろしくお願いしたいということと、委員の皆様、本当にありがとうございました。区役所の皆さん、本当にありがとうございました。そして、足しげく通ってくださっている市会の議員の方々、今日もお二人、井上議員と伊藤議員、来てくださっていますけれども、ほかにも議員の方々が来てくださるというのが、この住吉区の区政会議のありがたいところだったなと思っていますので、また今後とも、住吉をよろしくお願いいたします。
　皆様、ありがとうございました。
【西（司会）】　　辻野議長、ありがとうございました。
　これまでの間、区政会議の運営にご尽力いただき、誠にありがとうございました。今後とも、住吉区政の推進にご協力をいただきますよう、お願いいたします。
　それでは、その他の事項につきまして、私から説明申しあげます。
　令和７年度第３回住吉区区政会議は、令和８年２月５日木曜日に開催します。
　令和７年度第２回住吉区防災専門会議は10月15日水曜日、令和７年度第２回住吉区地域福祉専門会議は10月30日木曜日、令和７年度第２回住吉区総合教育会議は12月４日木曜日に開催予定です。
　以上です。
　それでは、ここで、本日ご出席いただいております議員より、一言お願いします。
　井上議員、よろしくお願いします。
【井上議員】　　本日、区政委員の皆さん、また職員の皆さん、長時間の会議、大変お疲れさまでございました。時間オーバーしてございますので、手短に発言させていただきます。
　私、Ｃグループの議論を拝聴させていただきました。
　住吉愛にあふれる活発な議論を拝聴させていただきまして、改めて私も、住吉区民でよかったなと思った次第でございます。よく住吉に長くお住まいの方からお聞きするのが、住吉というのは都会の田舎のようなとこやなというような表現をされるんですけれども、これは、大変、利便性や治安がいいとともに、落ち着いた町、文字どおり、住吉、住みやすい町という、そういう意味合いから、そういう表現をされるんだと思いますけれども、この住みよい落ち着いた町で、安心して区民の皆さんが住み続けられるように、きめ細かい行政施策の展開に尽力をしてまいりたいと、改めて思った次第でございます。
　最後になりますが、本日、公立大学の学生さんも参加していただいております。Ｃグループの議論の中にもあったんですけれども、住吉区、文教地域ということで学生の皆さん、若い皆さん、大変多くお住まいいただいているという、まちの活性化にも寄与していただいているという町でございます。その中で先ほどお話がありますように、森之宮のキャンパスができて、杉本キャンパス、中百舌鳥キャンパスということで、実は学生の皆さんや教職員の皆さんが、相当広範囲に移動をせざるを得ない状況になってくるということで、実は、６月の議会に、学生さんや教職員の皆さんの経済的、物理的負担の軽減のために、大学は何か、行政は何かサポートしてくれないかというような趣旨の陳情書が上がってきています。実は、阪大、大阪大学も３つキャンパスがあるんですけれども、シャトルバスをきめ細かく走らせているんですね。ぜひ学内でも、どういう形が望ましいのかというのを、ぜひ議論していただいて、積極的に我々、議員に対してもご意見をいただければ、引き続き、今、継続審議中でございますので、どういう形が一番望ましいのか、キャンパスが新しくできたことによって、学生さんの負担、経済的に負担が重くなってしまったりとか、あるいは、移動に時間がかかり過ぎて、研究に支障が及ぶとかいうことが生じないように、議会の中でも議論していきたいと思いますので、その点、よろしくお願いいたします。
　本日は、どうもありがとうございました。
【西（司会）】　　ありがとうございました。
　続きまして、伊藤議員、お願いします。
【伊藤議員】　　皆様、お疲れさまでございました。辻野議長をはじめ、16名の委員の方々、本当にお疲れさまでございました。また、今日は、公立大学の学生さんたちがいらっしゃっていて、直接お話を聞かせていただいて、非常に参考になることもありました。ありがとうございます。
　１点だけ、ちょっと私から紹介させていただきたいんですけれども、先ほど防災はみんなが興味があると。地域のつながりを防災で何か生かせないかとか、あと和田部長が、町会で、町会単位で１回、防災をやってみるねん、訓練やってみるねんというお話もあって、おお、いろんなことをやり始めているなと思って、非常に感心をしていたところなんですけれども、関西学院大学の学生さんのアイデアで、兵庫県の西宮市で１つの地域が、地域の運動会ってあるじゃないですか。地域の運動会と防災訓練をがちゃんと１つにしてしまうという試みが今年から始まるそうで、それをすることによって、運動会の内容も、防災グッズがどれが正しいか、使い方かとか、あとは、みんなで担架で運ぶのをリレーでやったりとか、何か本当に面白い試みだなと思っていて、非常に注目しております。
　私もちょっと11月に開催されるみたいなので、見に行こうかなと思っているんですけれども、本当にいろんな地域のいろんなアイデア、こんな時代ですから、たくさん出てきていると思います。ぜひ盗んで、いいものはどんどん盗んで、住吉区、もっともっといい町にしていきたいなと思っておりますので、引き続き、よろしくお願いいたします。
　本日はお疲れさまでございました。
【西（司会）】　　ありがとうございました。
　最後に、区長より一言お願いします。
【橘区長】　　本日も長時間にわたりまして、辻野議長、そして委員の皆様、本日は大阪公立大学の福村先生、そして学生の皆様、貴重なご意見いただき、誠にありがとうございました。
　特に公立大学の学生の皆様におかれては、とても緊張なさったかと思います。ただ、区を代表する委員の皆様と意見交換をされたことは、とてもよい経験になったのではないかと思います。これからもいろんな分野に興味を持っていただき、チャレンジしていただき、住吉区政にご協力を賜ればというふうに思いますので、今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。本日は本当にありがとうございました。
　私も３つのグループで、今日、委員の皆様のご意見を頂戴したところでございますけれども、今回は通常の会議形態とは異なり、グループディスカッションということで、これまで会議の中で、あまりご発言等いただけなかった委員の方々からもご意見をいただいたところでもありますし、また、テーマに対します具体的な取組の提案などもいただき、本当にどんどん踏み込んだご意見をいただけたのかなというふうにも思った次第です。とても有意義であったというふうに感じているところです。
　本日、頂戴しましたご意見を踏まえまして、私どもといたしましては、住吉区の将来ビジョンの実現に向けた取組を着実に進めてまいりたいと思いますので、今後とも、また皆様方から温かいご協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。
　それで、先ほど本日をもってご退任をされます委員の皆様から、ご挨拶を頂戴したところでございます。内容的には少し、私どもが恐縮するぐらいお褒めの言葉をいただいたところもございました。
　まず、辻野議長におかれましては、議長という大役を４年間務めていただいたところでございます。円滑かつ気配りもいただきながら、議事進行を行っていただいたほか、ドイツ留学中には、ドイツのほうからリモートでご参加をいただくなど、数多くの思い出を残してくださいました。長い間、大変お世話になり、本当にありがとうございました。
　また、委員の皆様におかれましては、任期中、大変お世話になり、また貴重なご意見を数多く賜り、心から厚くお礼申しあげます。委員の皆様方から、これまで頂戴いたしましたご意見等は、区政を推進する上で、とても大きな力となったところでございます。今後も住吉区政の推進に、これまでと変わらぬご指導、ご鞭撻を賜りますよう、お願い申しあげます。
　本日は長時間にわたり、本当にありがとうございました。お世話になりました。
【西（司会）】　　これで本日の会議は終了いたしました。
　委員の皆様には、円滑な会議進行にご協力いただきまして、ありがとうございました。これで第２回住吉区区政会議を終了します。本日は長時間にわたり、皆様、どうもありがとうございました。
　区政会議に関するアンケートを本日ご記入いただいた委員におかれましては、お帰りの際に受付のほうにお渡しください。
――　了　――


－1－
